
イラクの暴挙

イラクが突如としてクウェートに侵攻した。 この 野

蛮な軍事行動に対して、 ブγシュ米大統領は、 8月7

日、 米軍をサウジアラピアに派兵して防衛体制を固め

ると言明した。 今週のTIMEは、 全面特集で「侵攻

するイラク」（“Iraq on the March”）に焦点を当ててい

る。 イラク、 クウェート、 サウジアラビアの国力比較

図（p. 7）も役に立ち、 米国と日本がイラクから原油を

大量に買い付けている現状も詳しく解説されている。
“Can the U .S. Turn Off Iraq’S Oil？”（pp. 11・12)

と、 「抑止力の真空」吋he Deterrence Vacuum" (p. 

14）と題されたTIMEのコラムニストStrobe Tai­

bott の記事は、 ベーカー米国務長官とシェワルナゼ外

相との緊急外相会談で米ソ両国が、「地域的安全保障に

おける合作」（U.S.-Soviet joint venture in regional 

security）を見事に達成しながらも、 Saddam Huss巴in

という 野望に満ちた独裁者の前では、 いまだに有効な
手を打ち出せないジレンマを鋭く突いている。

では、 フセイン大統領とは何者なのか。 “Master

of His Universe" (pp. 13・14）で要領よく解説されて．
いるが、TIMEはすでに6月11日号の“Sword of the · 

Arabs，，で、 フセイン大統領の危険な立場を扱って警

鐘をf!！�ら し て い た ことが想い起こされる。さすが

TIMEならではの予見だといえよう。

民主化進むモンゴル

ところで、モンゴルがいま面白い。 今週号のAsia/

Pacific 欄には、「楽しい瞬間」“Joyous Moment" (pp. 
18-19）と姐されたウランパートルからのリポートか羽

載されている。 先日までこの国の科学アカデミーの建

物の前には、 巨大なスターリン像か建っていたが、 そ
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侵攻に世界は右往左往。 モ

ンゴル初の複数政党選挙は

与党人民革命党が多数を制

すが、 民主化の歩みは確固

としていると、 ベーカー米

国務長官のお墨っき。 米国

の予算サミットは党派争い

に明け暮れ頓座、 財政再建

の道また遠のく。

中嶋嶺雄

れが打ち壊され、 野党のポスターが張り出された光f,\
(p. 19）が印象深い。 モンゴルでは89年11月末から行者II

ウランパートルで知識人、 学生を中心とした反体制勢

力「 モンゴル民主連盟」による民主化運動が広がり、

90年2月には同連盟を母体とする モンゴル民主党が誕

生、 モンゴル人民革命党の一党独裁体制が刷機した。
モンゴJレ民主化を担った「モンコソレ民主連m」は、 長

〈モンゴルの独裁者であったツエデンパル元モンゴル

人民革命党第I 書記を激しく批判し、 モンゴルの民主

化と政治改革を強〈求めて大衆の支持を得た。 東欧、

ソ述を動かした社会主義世界の改革の波がアジアの社

会主義国にもついに及んだのである。

こうした中で モンゴル人民革命党は90年3月の中央
てつ

委総会でパトムンフ担：記長らを更迭し、改革派のオチ
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ルパト新書記長を選出、 4月の臨時党大
会、 5月の人民大会を経て、 7月末には

複数政党制による初の自由選挙を実施し

た。 選挙の結果、 みずからの体質を改革
しつつある与党、 人民革命党が勝利を得

たが、 民主党、 民族進歩党、 社会民主党

などの野党も健闘して注目された。こと

し 8月には大統領選挙も実施することに
なっている。

モンゴルの民主化は、 対外関係にも反映し、 西側諸

国との関係が急速に改善されつつある。90年3月には

アジアの社会主義国で初めて韓国と国交を樹立し、 8
月には米家国交樹立（87年1月）以来ー初めてベーカー

米国務長官が訪蒙した。 彼は、「平和のうちにモンゴ

ルに民主主義が生まれて心から励まされた」（p. 19）と

5吾っている。

米国に貧困と人種問題が再浮上

アメリカ社会に関する記事としては、 “Dumping

on the Poor" (pp. 28-29）と“Up from Obscurity" 

(p. 30）が注目に値しよう。80年代前半には、 好景気、

消費の拡大、 ヤッピー （young urban professionals) 

の台頭に見られたように、 社会的にも「強いアメリ

カ」が実現されたかに見えた。しかしこれらの記事
は、 貧困と人種差別という近年忘れられがちだったア

メリカ社会の根本問題に、 新たな角度から光を当てて

いる。

このふたつの問題は、 印年代の米国で盛んに論じら
れたが、 その後しだいに影が簿くなり、 レーガン政権

下の「新冷iiili.J状況の中では、 かつて盛んに論議され

たその片鱗もうかがわれなくなっていた。米ソ冷戦終

結の米国側の圏内的要因が、 貿易と財政の双子の赤字
という経済問題であったとすると、 冷戦終結の帰結と

しての米国内での冷戦コンセンサスの崩壊は、 貧困と

人種差別という社会問題を再度表面に浮かび上がらせ
たといえよう。

米国内に限ってみれば、 アメリカ人のライフスタイ

ルが、拝金的なヤッピーから質素なトゥイナー（tween­

er）へと変わったのは、 冷戦構造の瓦解をもたらした
米国の社会・経済状況とおおいに関係があり、 それは
必然的に貧困と人種差別に目を向けさせるものであっ

たといえる。 また、 このような変化は、 自己中心的な

消費に対する反省から生まれているという点で、 環境

問題の議論をはじめとする「宇宙船地球号J救済のた
すう

めの諸活動の活発化という世界的趨勢とも一致してい

る。米国の貧困と人種差別の解決という圏内問題が、
世界の笑験としても注目されるゆえんである。

党派争いで財政再建の道は遠し

貿易収支の改善とともに米国政治の懸案である財－政
赤 字 の 削 減 に つ いては、 “A Deficit of Guts" (pp. 

22・23）という記事で論じられている。財政赤字が一定

限度額を超過した場合の自動的歳出削減を定めた均衡
予tr.と緊急赤字抑制法 （グラム・ ラドマン・ホリング

ス法）の発効の日（10月1日）を前に聞かれていた、

プッシュ大統領と民主・共和両党のリーダーによる連

邦財政赤字削減のための協議は、 中途で決裂した模様
である。 イラク軍のクウェート侵攻により、 米国経済

が不況の脅威にさらされつつある現在、 党派的争いに

終始し、 本質的な協議がなされていなかったことを

TIMEの記者は「そのような駆け引きが、 この予算サ
ミットを惨めな失敗に終わらせた」（p. 23）として、 激

しく批難している。 プッシュ大統領は、 増税はしない

という公約を破ったとしても、 財政赤字再建のための
構想を示すことができれば国民の支持を失わずに済む
と考えていたようだが、 党派争い、 連邦政府と州政府

の対立によって、そうした道は閉ざされたといえよう。

ソ連の脅威が消え去った後は、 日米経済摩擦に見ら

れる日本の合成、 財政赤字、 ペルシャ湾情勢を背景と
した石油危機、 スタグフレーションの可能tiニというよ

うに、 新たな不安材料がクローズアップされてきてお

り、 今秋（11月）の中間選挙を前にして、 米国の圏内
政治は大きく揺れ動く可能性もある。

． 

日本に関する記事としては、International Readings 

の欄で、 筒井康隆の『文学部日佐野教授』が紹介されて
いるのが興味深い。この作品は、 日本ではすでに印万
部以上売れたベストセラーであるが、 こうした日本の

異色の文学作品が英語に翻訳されて出版されること

は、 国際的相互理解のための一助として、 非常に好ま
しいことであろう。

（なかじま みねお／東京外国語大学教授）
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